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【研究要旨】 

小児期発症疾患を有する患者の成人期への移行について、欧米のみならず、国内各学会、分

科会でも注目されてきているが、一定の指針は示されていない。具体的な疾患名をあげて病

態、治療概略、合併症・後遺症、社会支援などを調査し、移行期・成人期の問題点を検討し

た。移行困難な疾患は多くないが、個々の病態に応じた対応が必要である。 

 

研究協力者 

尾花 和子（山梨県立中央病院） 

 

Ａ．研究目的 

小児期発症疾患を有する患者の成人期にむ

かっての診療について、個々の患者に相応しい

成人医療のへの移り変わり、すなわち移行期医

療（transition：トランジション、移行）という

概念が重症視されている。 

小児期から成人期まで治療を要する疾患

や、成人ではあるが小児科が主治医として診療

している症例が小児特有の疾患を発症した場合

の問題点について調査し、対応を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

日本小児外科学会トランジション検討委員

会を中心に移行期に関連しやすい具体的な病態

をあげ、1. 疾患名および病態、2．一般的な治

療概略、3．合併症、後遺障害とその対応、4．

社会支援、5．移行期、成人期の問題点につい

て検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究において情報収集を行う場合は、患

者の特定ができないようにし、患者や家族の個

人情報の保護に関して十分な配慮を払う。 

また，患者やその家族のプライバシーの保

護に対しては十分な配慮を払い、当該医療機関

が遵守すべき個人情報保護法および臨床研究に

関する倫理指針に従う。 

本研究は介入的臨床試験には該当しない。 

 



Ｃ．研究結果 

１．移行期にかかわる対象疾患として鎖肛、

Hirschsprung病、Hirschsprung病類縁疾患、

腸管不全、仙尾部奇形腫、二分脊椎症、

胆道閉鎖症、胆道拡張症、小児がん、リ

ンパ管腫、横隔膜ヘルニア、気管狭窄症

などがあげられた。 

２．上記疾患のうち、鎖肛、Hirschsprung病類

縁疾患、腸管不全、二分脊椎症、胆道閉

鎖症、胆道拡張症については、成人診療

科では疾患の理解が得られなかったり、

管理や手技が煩雑であったりすることか

ら、成人科への転科が可能かどうかも含

め、移行に関して一定の方向性を持つ必

要性があると認識された。 

 一方、仙尾部奇形腫、小児がん、リン

パ管腫、横隔膜ヘルニア、気管狭窄症な

どについては、小児慢性疾患事業以降の

医療費や、就労支援についての問題はあ

るものの、ある程度地域や施設毎に対応

できていた。 

 

Ｄ．考察 

移行期に関する問題点として、今回対象と

された疾患のうち、非移植例の胆道閉鎖症や腸

管不全などは成人診療科での病態の理解や治療

法の選択などがむずかしく、移行困難であると

予想されたが、それ以外の疾患については、小

児慢性疾患事業以降の医療費や、就労支援につ

いての問題はあるものの、ある程度地域や施設

毎に対応できているものと思われた。 

一方、小児科医が主治医となっている重症

心身障碍者などが成人期以降に外科疾患を発症

した場合は、小児外科で対応可能な病態と、悪

性腫瘍や婦人科疾患など成人期特有の病態にも

分かれ、さらに症例の高齢化により保護者も高

齢化や死亡により不在となる例もあり、対応に

苦慮している施設もあることがわかった。 

今後は対象疾患の移行期に関するガイド

ブック作成を目標とする。 

 

Ｅ．結論 

小児期発症疾患の移行期対象疾患は数とし

ては多くないが、個々の病態に応じた対応が必

要である。 
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